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授業の構造にかんする一考察

一一ソ連邦リーベツク州・ rtfの

教有経験に学びなが

けはじめに

]見夜，教授さ72は資本主義社会においても，

会においても，科学・技術の急激な進歩，発展ならびに

社会a情勢の変化，動|勾にともない新たな任務を課せられ

ている。その任務とは，教綬・学習過絞において高い効

果をあげる道すじの探究である。

授業主ピ能率的・効楽的に行なうためには，教授のi陶冶

の側夜行と訪11予専の側言語を問題にしなければならないだろ

うo iiJll育の伎y溺はへノレノくノレト派においても， 19世紀末の

新教育遂動におし、ても問題にされてきたが，隣ij(台と認11予専

の雨i説経，問{則自~îは統一的に犯援されてこなかった。こ

れらの両側面は，不可分に統一的に研究されなければな

らないが，ここでは，研究の一段階として教援過程にお

ける陶治のslYE討に問題を限定し，特に災践形態として具

現化される作業形態を綬業の段階のなかで分析し，授業

の機j立にかんするー;考察を試みた。

ソピユト数綬'手における数綬過紅白痢~;J:， ヘノレパノレト派

くうけ，それとi直抜的な対応関

係にあり，形式主義， 1)当式主義にI>i!.しているという批判j

が一部見られる。以上のようなソビエト教綬学にたいす

る解釈，批、引jはIEしいだろうか。縫かにソピ、エトの教育

実践において援業の紋切裂化，図式主義の傾向は指摘さ

れ，問題にされている。しかし教育実践に炎j弱化してい

るこのような紋切型化ないし図式主義がヘノレノミノ川、派の

段l¥f¥'，i!lと1皮終的な対応関係にあることにあるとする見方

でもって，ソビエト教J愛学，教育尖践のなかにみられる

紋切型{じないし凶式主主義を克淑する内在的要凶をみるこ

とはできないで、あろう。それは授業の構造的抱爆の祝点

である。

実践形態として渓業を考えるさいには，カザキユラム

および教授内容と教授方法，さらに授業形態安遜程のな

かで問題にしなければならない。すなわち，援業をいく
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つかの部分・段階にわけ，これらの部分・段階で教は‘を

媒介とする教富市と生徒たちの教育的関係の形態ガ法，作

業を問題にする視点である。

現在，実践として広範に絞り入れられているのは一斉

指導による援業であり，これと対覆した形態として，小

集団，班学習さらにプログラム学爾等があげられる O し

かしこれは援業を機造的に抱援する正しい視点ではない

と怒われるつ授業を一斉指導で行なうべきか，集団学習ヨ

か個別学濁かといった見方で，一つの教授・学習形態を

強調するのではなく，援業を構成するいくつかの段階，

(環)において教締と生徒集団が教材を媒介としてどの

ような作業形態を級織するか，すなわち川教的と生徒た

ちの共i可作業か， (一斉指導)(ロ)生徒たちのグノレープ作

業か(小集問・班学轡)同生徒各人の{間別学習か〔プロ

グラム学潔，自学自習等)といった作業の組織形態を間

滋にしなければならなし、。

研究対象と研究方法

以上のような問題提起にたって， リーベッタ州ならび

にitiの教師たちの教育実践とそれを支える地L命を分析す

ることから始めた。こここで、の教師たちの数字f')t践は，ほl

式1'，'1にたり紋切型化した古い形式の援業が子どもたちの

学力を低下させているとし、う現実的矛履から出発し，授

業の新しい綴織化すなわち授業の構造な新しく組みかえ

た典型例jであるとして，カイーロブ，イエシポブ，コロ

リヨブの諭文;において持Ilffiされており，教育科学アカデ

ミヤでも総議されている。小論では綬去さを実践的に新し

く向機成， ，fヰ組織化してそれを効楽的に，能率的に行な

う道すじの探究の実践的な方法，内容を分析し，一般化

するなかで授業の構造を問題にする視点、をひきだし，授

業の構造を考察することを中心課題とした。

出いくつかの結論
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生徒たらの知識の習得が成功樫に行なわれるのは教師

によっておl織される教綬の過総が正しく組みたてられて

いる場合であることはさ当然で、あろう。ソビエト教授学に

おいても， ih-くには，知識潟市}の過程ないし認識過程が

教授過程と同-tQされ，生徒たちによる知識習得の段階

がすなわち教授の段階で、あると陪黙のうちに認められた

こともあった。この視点にたった場合，一時間の授業の

段階(潔〉は全く無浅される。また，一方においては，

ソピL ト教育の実践では，授業はいくつかの段階(潔〉

をつぎつぎに順序よくたどってし、かなければならないと

いう命題〔例えば山援業におけるテ{マの設定.(2)援業

の目的とその動機つキけ.(:-;)宿題の点検.(4)教締による新

しい教材の叙述.(5)対話の形での叙述したもののくり返

し (6、練習による新しい知識の定義.(7)宿題とその説

明.rカザンツエブくソビエトにおける援業の方法> P 
127明治関議J)が一部の教師たちに受け取られ，授業

の図式主主義，紋切君主化の現象が表われた。

リーベッタの教師たちの教育経験は，援業の段階ない

し授業を構成する球の11撰次性を不変不動のものと考会える

ことが，いかに不合双であるかを災践的に証明した。

例えば.-*frしい教材を教自ITiが伝達する前に生徒たちの
自主的な作業を組織し，作業(活動〕をやらせることに

よって，生徒たちの)磁極性を高め，新しい教材を知覚

し，勝手解することに1'1定的な結果な得たG この鼠主的な

作業は，宿簡と類似の問題であったり，真正穏知識の反復

問題であったり，新しい教材と結びつけるための導入的

議題で、あったりするが，定表段階で行なわれる自主的作

業(CaMaCTOllTeJJb問先 pa60Ta) とは区別されてい

る合

次に，救援~r:文献のなかでは，授業のご主導的な滋は，

教11mによる教材の系統的な叙述(伝達)であると一般的

に扱われてきたが， リーベックの教ii日iたちのすく、れた災

践では，自主的作業 (caMaCTOllTeJlbHall pa60Ta) の

はたす役割が特に重視されてきたことである。この定着

段階で行なわれる自主的作業は，生徒の積極性，自主性

を育て，教材を習得するさいの意識性と強閥伎を高めな

がら教材を深く理解し，知識を篠災なものにすることを

目的としている。

自主的作業に入る前段階に，ここでは解説的方法によ

る練習問題(五OMMeHTHpo詰aI1HoeyrrpalKHeHHeo 数

学一〉ならびに解説的な方法による単語，文章作り

(KOMMeHTHpOBaHHoe rrHCbMOoーロシヤ語文法一〕が

行なわれる。

解説的方法(コメンチロヴァーニェ〉はワーベックの

教姉たちが創造した新しい方法概念である。これは次の

ょう ts:.順序で進められる(、ロシヤ苛;文法の場合)

(1) :手'級の生徒全員が教自rliに I~l 述されてえをS く，尽

板にはだれも1I子びだされない。

(2) 数名の生徒 (4~6 名)が起立しないで筆記作業

念行ないながら継続的にお々の単語のjf学i去を説明

していく。

(3) 生徒全員は，解説を注意深く11Fc.(ぎながら自分の矢IJ

識を，点検する。

(チ)解説している生徒が説明にちゅうちょしたり，解

説しなくなると，他の生徒がうけついで、次々と説

明，解説をつづける。あらかじめ 4~ 己名の生徒が

解説者として指名されている。

(5) 解説者がある単語の正字法の説明を省略したり，

おとしたり，間違ったり，ききとれなかったとき

は，教師の許可を得ないで，起立しないままその単

語を発音することができる O

(6) 解説者は少なくとも一つの文言ピ検討し分解する。

町 教邸は注意深く，できない生徒に配震まする。

81 解説中に教師は机巡し，生徒たちの作業状況を鋭

察し，点検する。 解説者がし、くつかの典型的な誤り

をおかすと解説を中止し，その誤つを指摘し，予防

する。教師は全員が誤りをもうおかさないことな磯

信して，次に自主的作業に移るよう指導する。

これらの解説的方法でも明らかなように， リーベック

教育の特徴の一つは，教授過程が徹底的にフィード・

ツクシステムからできていることである。これまでの教

授学理論では知識の点検や宿題の点検が，援業の球〈段

I'{il')の 4っとして授業の導入段階ないし終結段階で行な

われていたのを，授業のあらゆる潔(段階)に含まれる

要素ーとして考え，授業の全1iJ1手51i，全段階で、手に入れたrfl'

制で適切な多くの資料，情報にもとづいて生徒たちの知

識水準を判断し，誤りを発見しながら救援活動をコント

ローノレし，援業の質の改善を特に自覚的に行なっている

のである。実践的な方法としては，毎時間 6~8 名の生

徒の訊点、を定め. (図表 1)授業の終りに評点とその理

由の発表というやり方がとられている Q

盟事提 1
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以上のようなリーベックの実践の一般化から，授業の

機:訟についてのおTの結論をひきだしておこう O

まず授業の意書とは向か。一般的に環とは授業を織成す

るZ レメント(要議)とみなされている。これらの若者な

いしエレメントが組みたてられ援業の機造がし、ろいろ考

えら;hる。

しかし，環とL レメントは区別されるべきカテゴザー

と考える。すなわち授業の構造は大きく四つの潔によっ

て ((11新しい知識への準備， 12)新しい教材の伝達， (3)定

着， 141点検〕構成され，それらはそれぞれ椴互に関連し

合いながらも独自の目的と性絡をもち，いくつかの機能

的な作用をするエレメントによって形成されていると考

える。

例えば，新しい教材伝迷とL、ぅ;擦は，教材の説明叙

述，新しい素材資料の提供，新しい資料現象の分析一般

化，基本的な問題命題の空整理，学んだばかりの知識の反

復等々のL レメント会合み(図表2)， 環のその時の役

割，位援にしたがっていくつかのL レメントが選択さ

れ，決定され，さらにこれらの議エレメントはそれぞれ

の目的に合った教援方法ならびに作業形態を要求するの

である。

図書長 2
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教J妥過艇は教材を煤介として教自i!iと生徒が相互ーに交渉

しあう過艇であろう。しかしこれだけでは綬業をどのよ

うに合理的に組みたてるべきかとL、う具体的，実践的な

視点はでてこなし、。授業は災践形態として潔(段階とし

て存在する)，エレメント，教授方法，学習形態を単位と

して組みたてられた時に構造的にre揺できるのである G

(同残された問題

授業を構成する潔として，四つの環に限定したが，こ

れらはまたこれで実践的に妥当で、あるか。さらに四つの

環で考えられた諸コニレメントはこれで、充分か，また諸エ

レメントは環の目的，役部，佼震まにしたがって実践的に

は何を選びだすことができ，選択すべきであるかを検討

しなければならない。

これらのエレメントは妥当性をもつかを実践A''.1に磯認

し，檎足，修Iとすること。潔独自の目的，役割，位農ます

なわち環の性格の独自性ならびにそれぞれの潔の相互関

連性会明らかにする必要がある O

次に，自主的作業は， ワーベックの教育実践では，特

に教材，知識を確実に習得することをめざし，知識の定

着ならびに点検としての潔のなかで、考慮されている。こ

れはできない生徒，おくれた生徒にたし、する配属重から，

知識習得の確実性が強調されたものと考えられる。しか

しこのことは自支的作業の本質的な臼約をめざしたもの

ではなし、。自主的作業は，生徒たちが独創的な構想を織

き，その実現を計画し，興味をもって積極的に取組む作

業，生徒たちの務能力を発途させるものとして2考えてい

かなければならないと考える。それぞれの潔において自

主的作業をどのように組織することができ，また組織す

べきか，自主的作業安耳元り入れることによって，どのよ

うな成巣ないし，援梁の効栄をど得ることができるかを切

らかにしなければならない。
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